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クでは金 12、銀 10、銅 11、計 33 個のメダ
ルを獲得し、総合 4 位の成績であった。日本
は14 位。その後、シドニー12 位、アテネ 9 位、
北京 7 位、ロンドン 5 位と着実にメダル獲得
国上位に位置し続けている。それに比して日






































































































































成 25 年 1月 21日から 23 日まで韓国で実施
された。訪問先は崇実（スンシル）大学、韓
国スポーツ科学研究所（KISS）、泰陵選手村
であった。
私は「韓国スポーツ界、大学の変容」につい
て報告するよう求められた。
　そのため、崇実（スンシル）大学以外の 2
か所については他の所員の報告にまかせるこ
とにした。とはいえ、初めて訪問する大学で
あり、15 年前に一度でも訪ねていればその変
化も具体的に論じられたかもしれない。しか
し、私が籍を置いた大学ではなかったことも
あり、比較検討することは非常に困難であっ
た。したがって、思いつくまま、おりにふれ
て感じたことを記す随想というかたちにさせて
いただいた。ご了承願いたい。
　今回の韓国訪問にあたりご尽力いただいた
社会体育研究所の所員の方々、また我々の
訪問を快く受け入れてくださった崇実（スン
シル）大学、韓国スポーツ科学研究所（KISS）、
泰陵選手村の関係者の皆様に、貴重な経験
をさせていただことに対し深く御礼申し上げ
ます。
